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研究成果の概要（和文）：(1)統合後の大阪大学における現代中国研究の部局横断的プラットフ

ォームとして、中国文化フォーラムを改組した。(2)中国南開大学・台湾東華大学との研究セミ

ナーの共同開催をふまえて、東アジア学校間交流の定例化をめざした。(3)『大阪大学中国文化

フォーラム・ディスカッションペーパー』を刊行した。(4) 本研究の成果を、時間軸・社会空

間軸・日中関係軸の三部構成とし、各部で歴史学と諸ディシプリンとの対話を提示する『共進

化する現代中国研究』としてとりまとめた。 

 
研究成果の概要（英文）：(1) This research project has created Osaka University Forum on 
China, an inter-departmental organization.  (2) This project aimed to have research joint 
seminars with universities in East Asia on regular bases after this project held joint 
seminars with Nankai University (People's Republic of China) and National Dong Hwa 
University (Taiwan).  (3) This project has published Discussion Papers in Contemporary 
China Studies.  (4) The outcome of this project is a book, Contemporary China Studies 
in Co-evolution, the multi-disciplinary synthesis of time, space, and Sino-Japanese 
relations. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００８年度 6,100,000 1,830,000 7,930,000 

２００９年度 4,700,000 1,410,000 6,110,000 

２０１０年度 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

総 計 14,300,000 4,290,000 18,590,000 

 

 

研究分野：複合新領域 

科研費の分科・細目：地域研究・地域研究 

キーワード：地域研究、東アジア、学校間交流、日中関係、国際秩序、プラットフォーム、国

際研究者交流、中国：台湾 

 
１．研究開始当初の背景 
(1) 旧大阪外国語大学（2007 年 10 月大阪大
学に統合）の高度な言語教育およびその対象
言語圏の文化に関する地域研究の成果は、社
会的に評価され公認されているわが国の知
的資産の一部であり、中国地域研究はその代

表的分野である。本研究は、この資産を継承
して統合後の大阪大学の新たな環境のなか
に定置することによって、大阪大学を東アジ
ア地域における中国地域研究の拠点形成を
構想した。 
(2) 1997年に発足した旧大阪外国語大学言語
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社会研究科（博士課程）では、中国「文化」
（歴史・政治経済）を専攻する 12 人が PhD 
を取得した。大阪外国語大学中国文化フォー
ラムは、①大学院生・若手研究者による研究
セミナー「中国文化コロキアム」の開催、②
西村成雄・田中仁編（2008、2009）、西村成
雄・許衛東編（2009）など共同研究の成果公
刊、③内モンゴル大学や天津・南開大学での
国際セミナー開催（2004、2008）などの活動
を行なってきた。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、中国台頭に伴う 21 世紀の東
アジア（東南アジアを含む）の国際環境変動
に対応した新しい中国地域研究の可能性を
追求することによって、日本における中国地
域研究の基盤拡大と課題解決のための有効
な処方を提示することを目的とする。 
(2)「中国」地域理解をめぐる五層―国民
国家内地域社会、国民国家、サブ・リージョ
ン、国民国家結合（リージョン）、グローバ
ル―の水平的垂直的編成の構図と捉えた
うえで、中国地域研究に関わるこれまでの知
見に新たな内実を付与することをめざす。 
(3) 日本における中国地域研究の成果を国
際的に発信することによって、中国・台湾の
研究者との新たな知的連鎖を形成する。すで
に形成してきた成果を十分生かすなかで、東
アジアにおける新たな中国地域研究プラッ
トフォームの構築を具体化する。 
 
３．研究の方法 
(1) 大阪外国語大学中国文化フォーラムを
大阪大学中国文化フォーラムに改組・再編す
る。 
(2) 「中国」領域に関わる、歴史学、政治学、
地理学、文学、人類学、および人間環境論、
国際関係論、安全保障論など多様な研究領域
の共同参画（コラボレーション）を提起し、
学際的研究による地域研究の豊富な資産活
用を最大限に図る。 
(3) ディシプリンの異なる研究者による対
話と啓発の場（プラットフォーム）の提供、
大学院生・ポストドクターを本研究に積極的
に参与させ次世代養成の課題に応えること
をめざした日本・中国・台湾の双方向的関係
を構築する。 
(4) 大阪大学を東アジア地域における「知の
共同体」の一環をなす現代中国地域研究の拠
点として確立する。 
 
４．研究成果 
(1) 中国文化フォーラムの改組 

統合後の大阪大学における現代中国研究
の部局横断的プラットフォームとして中国
文化フォーラムに改組した（http://www.law.
osaka-u.ac.jp/~c-forum/）。 

(2) 東アジア学校間交流 
①2008 年 8月、大阪大学中国文化フォーラ

ムは、第二回「現代“中国”の社会変動と東
アジアの新環境」国際シンポジウムを台湾・
東華大学で開催した（南開大学歴史学院・東
華大学歴史学系と共催）。 
②2009 年 8月、大阪大学中国文化フォーラ

ムは、第三回「現代“中国”の社会変動と東
アジアの新環境」国際シンポジウムを JICA
大阪で開催した（南開大学歴史学院・東華大
学歴史学系と共催、JICA 大阪後援）。 
③三校による交流をさらに発展させるた

め，大阪でのシンポジウムに出席した内モン
ゴル大学・河北師範大学・台北大学の教員と
ともに「学術交流覚書」を作成した（2009 年
8 月）。2010 年 2 月，この東アジア学校間交
流（国際シンポジウム）の定例化をめざして
組織委員会を立ち上げた。 
④2010 年 8月、大阪大学中国文化フォーラ

ムは、第四回「現代中国と東アジアの新環境」
国際シンポジウム（近代中国革命と社会変
容・国際環境）を贛南師範学院（中国・江西
省）で開催した（贛南師範学院、ならびに南
開大学歴史学院・東華大学歴史学系などと共
催）。21 大学 70 余名が参加、日本側 16 報告
をふくむ 45 報告を行なった。 
(3)『大阪大学中国文化フォーラム・ディス
カッションペーパー』の刊行 
 ①2008 年 12 月に創刊、大阪大学中国文化
フォーラムのホームページ（http://www.law.
osaka-u.ac.jp/~c-forum/）で公開するとと
もに、大阪大学レポジトリ（http://ir.libr
ary.osaka-u.ac.jp/portal/）に登録した。 
 ②本研究期間において合計 37 冊を刊行し
た（2008 年度 4冊、2009 年度 16 冊、2010 年
度 17 冊）。 
(4) 研究成果のとりまとめ 
①第三回国際シンポジウム（2009 年 8 月、

大阪大学）の成果を中国語論文集『現代中国
與東亜新格局・第 1輯』（田中仁・江沛・許
育銘主編）として中国で公刊することとし、
収録する各論考 44 論文を確定するとともに
その中国語訳を完了した。 
②中国で公刊する論文集所収の 44 論文を

素材として本研究の総括を行なった。すなわ
ち、14 篇の論考を「グローバル大国・中国を
透視する」「周辺を見つめる」「日本の立ち
位置を凝視する」の三部構成とし、同時に各
部で歴史学と様々なディシプリンとの対話
の構造を提示する『共進化する現代中国研
究：中国地域研究の新たなプラットフォー
ム』（田中仁・三好恵真子編）としてとりま
とめた。 
 
５．主な発表論文等 
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